
　
鉄
道
車
両
や
自
動
車
、
電
子
機
器
、
建
築
、
飲
料
容
器
な
ど
、
身
近
な
も
の
に

金
属
材
料
で
あ
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
使
わ
れ
て
い
る
。
工
業
化
か
ら
１
２
０
年

と
、
銅
や
鉄
な
ど
に
比
べ
新
し
い
金
属
材
料
だ
が
、
年
々
用
途
が
広
が
っ
て
い

る
。
軽
く
て
強
く

び
に
く
い
と
い
う
特
徴
に
加
え
、
合
金
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

形
状
に
加
工
す
る
こ
と
も
で
き
、
新
た
な
用
途
開
拓
が
進
む
。
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
を
背
景
と
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
品
の
開
発
で
も
、
ア
ル
ミ
素
材
の
特
徴

を
生
か
し
た
モ
ノ
づ
く
り
が
進
む
。

新
興
国
で
需
要
旺
盛
モ
バ
イ
ル
機
器
や
車
に
も

軽さと強さで用途広がる
アルミニウム

省エネにも貢献ＣＯ２排出削減効果

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 １１月１７日 木曜日 　　

　
人
口
増
加
や
中
国
や
イ
ン

ド
な
ど
新
興
国
の
台
頭
を
受

け
、
世
界
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

地
金
の
生
産
は
右
肩
上
が
り

で
増
え
続
け
て
い
る
。
市
場

と
し
て
の
日
本
は
、
少
子
高

齢
化
を
背
景
に
内
需
が
減
少

傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
新
地
金
で
中

国
、
米
国
に
次
い
で
イ
ン
ド

と
同
等
の
消
費
量
を
誇
っ
て

い
る
。

　
日
本
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
協
会

が
ま
と
め
た
２
０
１
１
年
度

上
期

４
―
９
月

の
ア
ル

ミ
圧
延
品
生
産
・
出
荷
動
向

に
よ
る
と
、
生
産

板
・
押

出
合
計

が
前
年
同
期
比
３

・
２
％
減
の

万
８
６
１
２

と
上
期
ベ
ー
ス
で
２
期
ぶ

り
に
前
年
同
期
比
マ
イ
ナ
ス

に
転
じ
た
。
こ
れ
は
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
自
動
車
生
産

の
減
少
な
ど
に
よ
る
も
の

で
、
震
災
か
ら
の
復
興
に
と

も
な
い
、
国
内
需
要
は
回
復

傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る
。

　
板
類
は
生
産
、
出
荷
と
も

に
２
期
ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
、

押
出
類
は
生
産
が
２
期
ぶ
り

に
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
が
、

出
荷
は
２
期
連
続
で
プ
ラ
ス

だ
っ
た
。
板
類
の
用
途
別
出

荷
量
は
、
飲
料
向
け
な
ど
の

缶
材
が
同
５
・
１
％
増
の

万
８
７
４
４

、
自
動
車
向

け
が
同

・
５
％
減
の
６
万

１
２
６
０

。
押
出
類
の
用

途
別
出
荷
量
は
建
設
向
け
が

同
７
・
８
％
増
の

万
７
４

９
８

、
自
動
車
向
け
が
同

・
４
％
減
の
５
万
８
７
７

８

だ
っ
た
。

　
海
外
に
目
を
転
じ
る
と
、

ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
新
興

国
の
需
要
が
旺
盛
で
、
市
場

が
拡
大
。
国
内
製
造
業
が
海

外
生
産
を
拡
大
す
る
中
で
、

ア
ル
ミ
メ
ー
カ
ー
も
海
外
拠

点
拡
充
に
乗
り
出
し
て
い

る
。
ア
ジ
ア
で
は
自
動
車
や

家
電
の
販
売
が
急
速
に
伸

び
、
日
系
メ
ー
カ
ー
が
ア
ジ

ア
へ
生
産
拠
点
を
移
す
動
き

が
加
速
。
材
料
を
供
給
す
る

ア
ル
ミ
圧
延
各
社
も
、
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
の
要
望
に
応
え
る

か
た
ち
で
ア
ジ
ア
進
出
や
ア

ジ
ア
生
産
拠
点
を
増
強
し
、

設
備
投
資
を
積
極
化
し
て
い

る
。

　
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
単
位
重

量
あ
た
り
の
強
度
が
大
き
い

た
め
、
新
幹
線
や
ス
ポ
ー
ツ

カ
ー
な
ど
の
輸
送
分
野
、
建

築
物
な
ど
で
使
わ
れ
る
。
ま

た
、
重
金
属
の
よ
う
に
毒
性

が
無
く
腐
食
し
に
く
い
こ
と

か
ら
、
衛
生
面
で
安
心
な
材

料
と
し
て
飲
料
容
器
や
包
装

材
に
も
適
し
て
い
る
。

　
情
報
技
術
の
進
歩
に
よ
り

爆
発
的
に
普
及
し
た
携
帯
電

話
や
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
な
ど

の
モ
バ
イ
ル
機
器
に
は
、
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が
組
み

込
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
ケ

ー
ス
や
正
極
の
集
電
体
に
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
使
用
さ
れ
、

耐
食
性
や
導
電
性
の
高
さ
な

ど
の
特
徴
が
生
か
さ
れ
て
い

る
。

　
こ
れ
ま
で
主
要
部
材
に
鋼

が
使
わ
れ
て
き
た
自
動
車
分

野
に
も
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
へ

の
置
き
換
え
が
進
む
。
例
え

ば
フ
ロ
ン
ト
・
リ
ア
ブ
レ
ー

キ
に
ア
ル
ミ
シ
リ
ン
ダ
ー
が

採
用
さ
れ
、
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ

ン
の
一
部
や
フ
ロ
ン
ト
バ
ン

パ
リ
イ
ン
フ
ォ
ー
ズ
に
も
使

用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
ア
ー
ム
と

い
っ
た
重
要
な
部
材
と
し
て

も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。

熱
間
圧
延
の
様
子

写
真
は
２
点
と
も
古

　
河
ス
カ
イ
提
供

優
れ
た
性
質
で
応
用
範

囲
が
拡
大
す
る
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム

　
近
年
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
の
深
刻
化
を
背
景

に
、
消
費
電
力
の
少
な
い
電

気
製
品
と
い
っ
た
省
エ
ネ
製

品
に
対
す
る
需
要
が
高
ま

る
。
こ
う
し
た
な
か
、
発
光

ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

電

球
に
熱
を
伝
え
や
す
い
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
が
放
熱
部
材
と
し

て
、
ま
た
軽
量
で
耐
食
性
に

優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
モ
ジ

ュ
ー
ル
の
フ
レ
ー
ム
と
し
て

も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
省
エ
ネ
の
視
点
に
立
つ

と
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
と
、
新
地
金
製

造
時
に
比
べ
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

約
３
％
に
抑
え
ら
れ
る
。
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
場
合
で
も
ス

ク
ラ
ッ
プ
の
溶
解
を
必
要
と

し
な
い
固
体
選
別
技
術
の
開

発
に
よ
り
、
さ
ら
に
二
酸
化

炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
が
削

減
で
き
る
と
い
う
。

　
鉄
道
車
両
や
自
動
車
に
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
採
用
が
進
む

と
、
車
体
の
軽
量
化
に
よ
る

Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
削
減
が
進

む
。
例
え
ば
自
動
車
で
ア
ル

ミ
の
使
用
量
を
１
台
あ
た
り

増
や
す
と
、
２
０
３

０
年
に
年
間
約
２
５
０
万

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
効
果
が

あ
る
と
の
試
算
も
あ
る
。
今

後
は
省
エ
ネ
に
貢
献
す
る
素

材
と
し
て
の
注
目
度
が
、
ま

す
ま
す
高
ま
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。


